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令和７年度 第３回
理事会報告

フロー状況の説明をした。
報告第２号　財政再建計画について
　望月理事が画面に表示し、概要の説明をし
た。
報告第３号　山岳共済会令和６年度決算、令
和７年度予算案
　小野寺専務理事が、配布済資料を基に説
明した。
報告第４号　委員会常任委員について
　今回は申請なし。
報告第５号　港区クライミングオープンセレ
モニー覚書について
　栗田理事が状況を説明した。
報告第６号　業務執行理事の職務報告につ
いて
　各業務執行理事が事前配布資料をもとに
当内容を説明した。
報告第７号　UAAA総会について
　JMSCAの役員は参加しない。神﨑顧問が
出席予定。
報告第８号　公認大会の開催の承認について
　スポーツクライミングいわてカップ ２０２５、
ファインテン・マムートカップ２０２５、岸和田
ＣＡＮＣＡＮカップ２０２５が公認大会として承
認された。
８．その他
＊�アンチドーピング研修は、オンライン中心

となり費用削減が見込まれる。
＊�赤尾事務局長から、委員会と事務局の業

務分担で、改善可能性のある項目を一覧表
で紹介した。発生費用は、各委員会に直接
課金するようにすべきと監事からの助言が
あった。

＊�領収書がないものの精算方法について、ど
う対応するのか、事務局から、後日、理事
および、委員会に伝達予定。

以上
令和７年６月５日� 記録　赤尾浩一

を条件に、全額規程通り支給するという案が
提案され、以下のように承認され、総会では、
報告とすることになった。
　反対０名、棄権０名、賛成１８名
議案第５号　�正会員の入退会の承認につ

いて
　小野寺専務理事が、香川、山形、宮城、島
根、高知、新潟の正会員の入退会届の報告が
され、以下のように異議なく承認された。
　反対０名、棄権０名、賛成１８名
議案第６号　�次期役員選考、役職関連説

明会等について
　蛭田会長が、６月２２日の総会後の理事会
で、代表理事をスムーズに決定するために、
６月１２日（木）PM７：００から、次期役員候補
者によるZoom会議設定の提案がされ、以下
のように異議なく承認された。
　反対０名、棄権０名、賛成１８名
議案第７号　�２０２７ 宮崎国スポリハーサル

大会について
　町田常務理事が配布資料を基に、令和９
年７月３日から４日で実施することを説明し、
異議なく承認された。
　反対０名、棄権０名、賛成１８名
議案第８号　公認大会規程の改定について
　栗田理事が、改定案の説明をし、審判長の
指名の部分で、”本協会技術委員会と協議の
上決定する“という文面に変更し、その他の
変更部分を含めて以下のように異議なく承
認された。
　反対０名、棄権０名、賛成１９名
議案第９号　�パラクライミング協会との

関係について
　町田SC部長が、パラクライミング協会か
ら、（１）JMSCAのガバナンスコードを参考に
したいこと（２）JMSCA加盟団体の協力を得
たい旨の要望がでており、現行覚書に“パラ
リンピック”という文言が加わる案を説明し
た。以下のように、異議なく承認された。総
会時には、口頭で説明する。
　反対０名、棄権０名、賛成１９名
議案第 １０ 号　UIAA 委員会の設置について
　古賀副会長が、標記委員会の設置を提案
したが、継続審議ということになった。
議案第 １１号　�定款上の業務執行理事の人

数について
　古賀副会長が、役員選考規程の文言に合
わせて、“ただし、業務執行理事は、理事の半
数を超えてはならない“という文言を、定款
に挿入することを提案したが、運用上このま
までも対応できることから、定款変更は見送
られた。
７．報　告
報告第１号　月次報告、キャッシュフロー
　赤尾事務局長が、５月末時点のキャッシュ

〇日　時：令和７年６月５日（木）
１３：００−１７：５５

〇場　所：JSOSビル３Ｆ会議室４及びZoom
○出席者：蛭田会長、古賀・吉田各副会長、
　小野寺専務理事、赤尾事務局長、野村・
　町田常務理事、小髙・栗田（途中から参加）・
　小田部・佐藤・島田・中島・中橋・西谷・
　畑中・望月・安井各理事　以上１９名
　佐久間・古屋監事　以上２名
〇欠席：杉本・濱田・樋口・平田各理事
　以上４名

１．開　会
２．蛭田会長からの挨拶
　今回は、総会直前で役員の改選を控えた
理事会となりますが、よろしくお願いします。
３．会議成立状況報告
　理事数　�開始時２３名中１８名出席（定款第

３３条、定足数＝１２名（１/２超）
　監事数　２名出席
４．議長選出
　蛭田会長が議長を務める。（定款第３２条）
５．議事録署名人
　会長及び監事（定款第３４条）
６．議　題（注．審議順に記載）
議案第１号　�議事録の承認について（事

前送付済）
令和７年度第２回理事会議事録について
　理事会終了後に配布され、異議なく承認さ
れている。
議案第２号　�令和６年度総括・事業報告

及び決算報告案について
　小野寺専務理事が、前回から個々の事業に
ついて一部変更追記要求があったこと、赤尾
事務局長が決算概要、古屋監事が、監査報告
結果、監査所見を伝えた。その後、以下のよ
うに異議なく承認された。
　反対０名、棄権０名、賛成１８名
議案第３号　�基 本 財 産 の 処 分 に つ い て

（案）について
　赤尾事務局長が、前回理事会時に指摘の
あった部分は、” 処分 “という表現が適切と
いう顧問弁護士からの助言を文書に反映し
たことを伝え、以下のように異議なく承認さ
れた。
　反対０名、棄権０名、賛成１８名
議案第４号　�小野寺専務理事の退職金支

給に関する取扱いについて
　基金に１００万円以上拠出していただくこと

寄贈図書
（公財）健康・体力づくり事業財団「健康づくり」No. 566 会 報

㈱日本運動具新聞社 「スポーツ産業新報」第2471号、第2472号、第2473号 新　 聞

日本山岳文化学会 「山岳文化」2025年 第26号 会 報

㈱ネイチュアエンタープライズ 「岳人」７月号 No.937　 情報誌

日本バイアスロン連盟 冊子「バイアスロンヒストリー黎明編」 寄贈本

兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」第696号 会 報

㈱山と渓谷社 「山と渓谷」７月号 月刊誌

東京新聞出版部 山岳救助に役立つ「図解 山岳救助技術」 寄贈本

やまびこ山想会 「やまびこ」第217号、218号 会 報

（一財）日本防火・防災協会 「地域防災」（2025-6 No.62） 情報誌

おいらく山岳会 「山行手帖」No.787.’24.7 会 報

東京野歩路会 「山嶺」Vol.102 No.1144 会 報

長野県山岳協会 「やまなみ」No.２５７ 会 報

（公社）日本山岳会 「山」2025年（令和7年）6月号 No.961 会 報

中華民国山岳協会 「中華山岳」季刊 300 会 報
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編集後記表紙のことば表紙のことば

関西クライマーの聖地「雪彦山」
　兵庫県姫路市の北２７㎞に位置する雪彦山

（915ｍ）は、英彦山・弥彦山と共に日本三彦
山と称されており、「日本三彦山サミット」な
るイベントも開催され、三彦山登頂を目指す
登山者もいるようです。
　昭和初期に藤木九三氏らＲＣＣにより開
発された岩場は、関西の有数の岩登りゲレ
ンデで知られ、不行岳、地蔵岳の岩壁は圧巻
で、クライマーのあこがれとなっています。
　登山道も整備され、ハイカーにも人気が
あり、毎年５月に麓の賀野神社で山開きが
行われ、登山者の安全祈願が行われます。
　兵庫県山岳連盟はりま支部を中心とした

「雪彦山遭難対策協議会」が組織され、遭難
対策、救助活動に寄与しています。
兵庫県山岳連盟　副会長　伊藤一雄

　JMSCA 事務局の皆さまと御岳山へハイ
キングに行ってきました。天候にも恵まれ、
自然の中でのびのびと交流を深めることが
でき、普段とは違ったかたちで貴重な時間
を過ごしました。
　令和６年の山岳遭難の概況が発表され
ました。全国の発生件数は 2,946 件で、前
年より180 件減少しています。都道府県別
では長野県が最も多く321 件、原因別では

「道迷い」が 30.4%と最多で、「転倒」「滑落」
が続きます。年齢別では 40 歳以上が全体
の 79.8% を占めています。詳細は警察庁の
ホームページをご覧ください。
� （松本光顕）

かすみちゃんのハイキング日記」
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